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 北海道医師会では、平成24年、25年度の日本医師会医療安全

対策委員会における会長諮問「成果が見える医療安全を目指し

て」に答えるべき方策を検討し、北海道内の無床診療所における

医療安全対策事項として院内感染予防を取り上げた。 

 特に院内感染に対しどのような事項に注意し、改善に結び付け

ようとしているのかを調査した。 

 さらに調査結果については来年度に予定している北海道版院内

感染対策マニュアルの中心的資料として利用したい考えである。 

はじめに 
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方  法 

 平成25年8月上旬に道内無床診療所のうち、小樽市と室蘭市の

両医師会にアンケート調査の協力を依頼した。その内容と方法は、

当医師会が試行版として作成した院内感染対策実践マニュアル

（北海道大学病院作成のマニュアルと東京都福祉保険局作成の

マニュアルとの合成改訂版）を院内感染予防アンケート調査表

（前後の2回とも同内容）と同時に送付した。初回調査はマニュア

ルを習熟する前に行い、回答の締め切りは8月末とした。 

 マニュアル熟読後の2回目調査は院内での実践後の10月中旬

を回答締め切りとした。 
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マニュアル（試行版）に基づく感染予防への 
取り組みに関するアンケート 
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マニュアル掲載の手洗いとうがいの手順 
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チェックリスト 
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結  果 
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前 後 

対 象 （施設） 105 105 

回答数 （施設） 86 92 

回収率 （％） 82 88 

前 後 

医 師 （％） 55.7 51.5 

看護師 （％） 31.8 31.5 

事 務 （％） 10.2 16.3 

臨床検査技師 （％） 1.1 － 

無回答 （％） 1.1 1.1 
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(A)高度改善事項(図4－1～3)  

医療安全全国フォーラム2013 水谷匡宏 



9 

(A)高度改善事項(図4－1～3)  
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(B)中等度改善事項(図4－4～5)  
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(C)微増事項(図4－6～10) 
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(C)微増事項(図4－6～10) 
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(C)微増事項(図4－6～10) 
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(D)ゼロから減点事項(図4－11～12) 
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考  察 
 本調査の結果分析では（A）の高度改善事項ならびに（B）の中

等度改善事項に関しては、いままで広く積極的に取り込まれてこ

なかったが故に、マニュアルを習読し、実践することで大きな改善

率を得ることができたと思われた。今後、全道に院内感染対策を

広めるにあたってはこれらの事項が改善対策の柱になる事項と

言えよう。反対に（C）や（D）についてはすでに初回時より高い取り

組みが行われていることで、２回目の調査においても大幅にアッ

プする余地は少なかった。 

 調査全体を通しては、感染対策用の院内ポスターの掲示が少な

かった点について当会でも問題視しており、来年度に向け掲示用

のポスターを製作する予定である。なおポスターの原案としては

流水方式での手洗いをイメージしている段階である。 
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（案） 
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ま と め 

 道内２郡市医師会の協力を得て無床診療所

における院内感染対策のアンケート調査を実

施した。 

 おおむね感染対策については実行されてい

たが、今後はポスターの院内掲示など積極的

な取り組みを展開する必要がある。 
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ご清聴ありがとうございました 
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